
 平 成 ２ ３ 年 度  第 １ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ａ Ｉ 第 三 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ J －  1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ― J －  7 ～ 10 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ― J － 11 ～ 14

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１J９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6 Ｍ

4

5

6

7

8

9              

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒが３オームであるとき、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、

(ア) オームである。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３

(２) 図２に示す回路において、２アンペアの交流電流が流れているとき、端子ａ－ｂ間の電圧は、

(イ) ボルトである。 (５点)

① １２ ② １６ ③ ２０

(３) コイルに交流電流を流したとき、コイルの誘導性リアクタンスの大きさは、 (ウ) に比

例する。 (５点)

① 周波数 ② 電 圧 ③ 電 流

(４) Ｒオームの抵抗にＩアンペアの電流を流したとき、単位時間当たりに抵抗で発生する熱量は、

(エ) ジュール／秒である。 (５点)

① ＩＲ ② ＩＲ２ ③ Ｉ２Ｒ

図 ２

ｂａ

Ｒ＝６ Ｘ ＝８Ω ΩＣ

ａ

図 １

ｂ

Ｒ Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 自由電子と正孔は、半導体中で電荷を運ぶ役目をすることから、 (ア) といわれる。

(４点)

① アクセプタ ② キャリア ③ ドナー

(２) 図に示すトランジスタ増幅回路の接地方式は、 (イ) 接地である。 (４点)

① ベース ② コレクタ ③ エミッタ

(３) 逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加し、広い電流範囲で電圧を一定に

保つ特性を有するダイオードは、 (ウ) ダイオードといわれる。 (４点)

① トンネル ② ＰＩＮ ③ ツェナー

(４) トランジスタによる増幅回路を構成する場合のバイアス回路は、トランジスタの動作点の設

定を行うために必要な (エ) を供給する回路である。 (４点)

① 入力信号 ② 直流電流 ③ 交流電流

(５) トランジスタ回路において、エミッタ電流が２.１５ミリアンペア、コレクタ電流が２ミリア

ンペア流れるとき、ベース電流は、 (オ) マイクロアンペアとなる。 (４点)

① １５ ② １５０ ③ ４１５

入力

出力Ｒ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 表１に示す２進数の Ｘ１、Ｘ２ を用いて、計算式(加算) Ｘ０ ＝ Ｘ１＋Ｘ２ からＸ０を求める

と、１０進数の (ア) になる。 (５点)

① ７９ ② １５９ ③ ３１９

表１

２進数

Ｘ１ ＝ １０００１１１

Ｘ２ ＝ １０１１０００

(２) 図１及び図２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、

図１及び図２の塗りつぶした部分を示す論理式の論理和は、 (イ) と表すことができる。

(５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

図１ 図２

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図３に示す論理回路において、Ｍの論理素子が (ウ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと

出力ｃとの関係は、図４で示される。 (５点)

図３

図４

(４) 表２に示す論理式のうち、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にする過程で、次に

示す論理式で表すことができるものは、 (エ) の論理式である。 (５点)

(Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ)･(Ａ･Ｂ＋Ｂ･Ｃ)

① イ ② ロ ③ ハ

表２

論理式

イ (Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)

ロ (Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)

ハ (Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ｂ＋Ｃ)

① ② ③

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

Ｍ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図において、電気通信回線への入力電力が１６ミリワット、増幅器の利得が１１デシベルの

とき、電力計の読みは、１.６ミリワットである。このときの伝送損失は１キロメートル当たり

(ア) デシベルである。ただし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものとする。

(５点)

① ０.６ ② ６ ③ ６０

(２) 同軸ケーブル及び平衡対ケーブルについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (５点)

Ａ 同軸ケーブルは、外部導体の働きにより、平衡対ケーブルと比較して、比較的高い周波数

において誘導などの妨害を受けにくい。

Ｂ 平衡対ケーブルは、一般に、伝送する信号の周波数が高くなるほど伝送損失が減少する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 特性インピーダンスの異なる伝送ケーブルを接続して音声周波数帯域などの信号を伝送する

とき、その接続点における電圧、電流には、 (ウ) 現象が生ずる。 (５点)

① 放 射 ② 反 射 ③ 共 振

(４) 信号電力を１０ワット、雑音電力を１ワットとすると、信号対雑音比は、 (エ) デシべ

ルである。 (５点)

① －２０ ② －１０ ③ １０ ④ ２０

電気通信回線

２７ kｍ

電気通信回線

８ kｍ
増
幅
器

発振器 電力計Ｗ
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調とは、光を透過する媒体の屈折率や吸収係数などを変化

させ、光の属性である (ア) 、周波数、位相などを変化させることにより、光に情報を乗

せることである。 (４点)

① 振 幅 ② 利 得 ③ 反射率

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ある周波数以下の周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな減衰

を与えるフィルタは、高域通過フィルタといわれる。

Ｂ ある周波数範囲の周波数の信号のみを通過させ、その他の周波数の信号に対しては大きな

減衰を与えるフィルタは、帯域通過フィルタといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 伝送系の位相量が、周波数に対して比例関係にないために生ずるひずみは、位相ひずみ又は

(ウ) ひずみともいわれ、伝送品質を劣化させる原因となる。 (４点)

① 減 衰 ② 非直線 ③ 群遅延

(４) デジタル伝送路における符号誤りの評価尺度の一つである (エ) は、測定時間中に伝送

された符号の総数に対する、その間に誤って受信された符号の個数の割合を表したものである。

(４点)

① ％ＳＥＳ ② ％ＥＳ ③ ＢＥＲ

(５) ＴＤＭＡ方式は、複数のユーザが、伝送路を (オ) に分割して使用する方式であり、送

受信端末間でフレーム同期をとる必要がある。 (４点)

① 空間的 ② 時間的 ③ 周波数的
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 押しボタンダイヤル式電話機のＰＢ信号発振回路は、一般に、ＬＳＩを使用し、デジタル処

理によって２周波ダイヤル信号を合成する (ア) 方式を採用している。 (５点)

① アナライザ ② マルチ ③ シンセサイザ

(２) 加入電話から加入電話への着信時において、着信側電話機が応答すると、一般に、電気通信

事業者の交換機は、発信側に対して呼出音を停止し、加入者線の (イ) により着信側電話

機が応答したことを伝える。 (５点)

① 両線間の極性反転 ② 両線間直流回路の閉結 ③ 両線への地気送出

(３) 留守番電話機には、外出先で押しボタンダイヤル式電話機からＰＢ信号を用いて (ウ)

などを送出し、留守中に録音された内容を聞くことなどができる遠隔操作機能を備えたものが

ある。 (５点)

① 監視信号 ② 応答信号 ③ 暗証番号

(４) 図は、ファクシミリにおける信号伝送の基本過程を示したものである。図中のＦの過程では、

(エ) が行われている。 (５点)

① 同 期 ② 記録変換 ③ 光電変換

(５) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ.９０として標準化された変復調装置は、一般に、 (オ) モデムとい

われるが、モデムから電気通信回線への送信と、モデムへの受信とで、最大データ伝送速度が

異なっている。 (５点)

① ３３.６ｋ ② ５６ｋ ③ ＡＤＳＬ

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースは、二つの情報チャネルと一つの信号チャネルから

なり、最大の伝送容量は、 (ア) キロビット／秒である。 (５点)

① １２８ ② １４４ ③ １９２

画素組立て画素分解

受信画送信画 変調 伝送 復調 Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｅ
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(５点)

Ａ 同一インタフェース上で呼ごとに回線交換かパケット交換かを選択できる。

Ｂ 同一インタフェース上に複数の端末を収容することができ、個々の端末は独立に通信を行

うことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、バス配線上の伝送速度は、 (ウ)

キロビット／秒である。 (５点)

① ６４ ② １２８ ③ １９２

(４) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＬＡＰＤのフレーム構成を示したも

のである。図中のＢフィールドは、 (エ) フィールドといわれ、フレームの種別を識別す

るためなどに用いられる。 (５点)

① 制 御 ② 情 報 ③ アドレス

フラグ Ａ Ｂ Ｃ フラグＦＣＳシーケンス フィールド フィールド フィールド シーケンス

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでの回線交換の呼制御手順において、発信端末から

(オ) を受信した網は、網から発信端末へＤチャネルを用いて呼設定受付メッセージを送

出する。 (５点)

① Ｂチャネルを用いた呼設定メッセージ

② Ｄチャネルを用いた呼設定メッセージ

③ Ｄチャネルを用いた呼出メッセージ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 端末アダプタは、アナログ端末などをＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに接続するた

めの装置であり、電気／物理インタフェース変換や (ア) を変換する機能を有している。

(５点)

① ユーザ速度 ② 周波数 ③ 位 相

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースに用いられるＤＳＵの (イ) は、加入者線で送

受信される多重化された伝送信号と網側から遠隔給電される直流電流とを分ける機能を持つ。

(５点)

① 等化器 ② 電力分離フィルタ ③ 端末インタフェース回路
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(３) グループ４(Ｇ４)といわれるファクシミリ装置は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェース

に接続でき、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.６として標準化された (ウ) といわれる２次元符号化方式

の採用などにより、原稿の高速伝送を可能としている。 (５点)

① ＭＨ ② ＭＲ ③ ＭＭＲ

(４) コンピュータウイルスなどについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ)

である。 (５点)

① 第三者のプログラムなどに対して、意図的に何らかの被害を及ぼすように作られ

たプログラムで自己伝染機能などを有するものは、一般に、コンピュータウイルス

といわれる。

② ネットワークを経由して他のシステムに感染し、自己増殖を繰り返しながら破壊

活動を行うプログラムは、一般に、トロイの木馬といわれる。

③ ユーザが気がつかないうちにインストールされ、ユーザの個人情報やアクセス履

歴などの情報を収集するプログラムは、一般に、スパイウェアといわれる。

(５) パーソナルコンピュータや携帯電話などに送りつけた電子メールによって悪意のあるＷｅｂ

サイトに誘い込み、Ｗｅｂサイトを閲覧しただけで、｢登録が完了しました。｣、｢料金をお支

払いください。｣などのメッセージを突然表示し、不当な料金の請求を迫る行為は、一般に、

(オ) 詐欺といわれる。 (５点)

① ファーミング ② ワンクリック ③ フィッシング

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) 屋内線の配線材料であるワイヤプロテクタは、両面テープで床面に固定して屋内線を収納す

ることにより、主に、屋内線を (ア) 保護するために使用される。 (５点)

① 絶縁不良から ② 電気的に ③ 機械的に

(２) アナログ電話回線を利用して、電話機を鳴動することなく、ガスメータ、水道メータなどを

遠隔検針するためのノーリンギング通信サービスの端末工事において、ユーザ宅にはアナログ

電話回線に接続される (イ) の設置が必要となる。 (５点)

① ＮＣＵ ② スプリッタ ③ ＴＡ

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＤＳＵとグループ４(Ｇ４)ファクシミリ

装置を (ウ) 配線構成により接続する場合、ＤＳＵとＧ４ファクシミリ装置間の送受各１

対のインタフェース線における２線間の極性は、反転してもよいとされている。 (５点)

① ポイント・ツー・ポイント ② 短距離受動バス

③ ポイント・ツー・マルチポイント
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(４) ＩＳＤＮ回線における電気通信事業者側からのメタリック平衡対ケーブルの電気的特性につ

いての試験である (エ) 試験、静電容量試験及び外来電圧試験には、いずれもＡ線－アー

ス間、Ｂ線－アース間及びＡ線－Ｂ線間における測定項目がある。 (５点)

① 符号誤り ② 絶縁抵抗 ③ ループ抵抗

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの配線工事などについて述べた次の二つの記述は、

(オ) 。 (５点)

Ａ ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのポイント・ツー・ポイント配線構成において、

ＤＳＵとＩＳＤＮルータ間のインピーダンスを整合させるため、５０オームの終端抵抗を設

けなければならない。

Ｂ 端末装置としてアナログ電話機を取り付ける場合、ＤＳＵ内蔵ＴＡとアナログ電話機との

間をＲＪ－１１モジュラジャック付きの２線式電話配線コードで接続すればよい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (５点)

① 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設

備を他人の通信の用に供することをいう。

② 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及び

これと一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

③ 音声伝送役務とは、おおむね８キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する

機能を有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝

送役務以外のものをいう。

(２) 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を (イ) するときは、工事担任者資格者証の

交付を受けている者(｢工事担任者｣という。)に当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに

係る工事を行わせ、又は実地に (ウ) させなければならない。ただし、総務省令で定める

場合は、この限りでない。 (５点×２＝１０点)

① 開 通 ② 接 続 ③ 設 置

④ 指 導 ⑤ 監 督 ⑥ 管 理

(３) ｢利用の公平｣及び｢基礎的電気通信役務の提供｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。

(５点)

Ａ 電気通信事業者は、電気通信役務の提供について、不当な差別的取扱いをしてはならない。

Ｂ 基礎的電気通信役務を提供する電気通信事業者は、その適切、公平かつ安定的な提供に努

めなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 自営電気通信設備とは、電気通信回線設備を設置する電気通信事業者以外の者が設置する

電気通信設備であって、 (オ) 設備以外のものをいう。 (５点)

① 端 末 ② 伝 送 ③ 交 換

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣、｢有線電気通信法｣、｢有線電気通信設備令｣又は

｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、そ

の番号を記せ。 (小計２５点)

(１) ＡＩ第三種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事のうち、端

末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監督することができ

る。また、総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事のうち、総合デジタル通

信回線の数が (ア) のものに限る工事を行い、又は監督することができる。 (５点)

① 基本インタフェースで１ ② 基本インタフェースで２

③ 毎秒６４キロビット換算で１
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(２) 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主と

して６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により符号、音声その他の音響

又は影像を (イ) することを目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。 (５点)

① 識別して接続 ② 統合して伝送交換 ③ 個別に制御

(３) 有線電気通信法に規定する事項について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ウ)

である。 (５点)

① 有線電気通信法は、有線電気通信設備の設置及び態様を規律し、有線電気通信に

関する役務を提供することによって、公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

② 有線電気通信とは、送信の場所と受信の場所との間の線条その他の導体を利用し

て、電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、伝え、又は受けることをいう。

③ 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電

気的設備をいい、無線通信用の有線連絡線を含まない。

(４) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(エ) である。 (５点)

① ケーブルとは、光ファイバ並びに光ファイバ以外の絶縁物及び保護物で被覆されて

いる電線をいう。

② 絶縁電線とは、絶縁物のみで被覆されている電線をいう。

③ 電線とは、有線電気通信を行うための導体(絶縁物又は保護物で被覆されている場合

は、これらの物を含む。)であって、強電流電線に重畳される通信回線に係るものを含む。

(５) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律は、不正アクセス行為を禁止するとともに、これに

ついての罰則及びその再発防止のための都道府県公安委員会による援助措置等を定めることに

より、電気通信回線を通じて行われる電子計算機に係る犯罪の防止及びアクセス制御機能によ

り実現される電気通信に関する秩序の維持を図り、もって (オ) の健全な発展に寄与する

ことを目的とする。 (５点)

① 情報通信技術 ② 国民経済 ③ 高度情報通信社会

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ

記号は、同じ解答を示す。 (小計２５点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (５点)

① 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、主として

音声の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

② アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて４線式の接続形式で接続されるものをいう。

③ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ワットに対する比をデシベルで表したものをいう。

(２) 利用者の接続する端末設備は、 (イ) との責任の分界を明確にするため、 (イ) と

の間に分界点を有しなければならない。 (５点)

① 自営電気通信設備 ② 電気通信回線設備 ③ 事業用電気通信設備
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(３) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (５点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもの

でなければならない。

Ｂ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な誘導雑音が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が３００ボルト以下の場合にあっては、 (エ) メガオーム以上の絶縁抵抗

を有しなければならない。 (５点)

① ０.１ ② ０.２ ③ ０.４

(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (オ) である。 (５点)

① 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備

を識別するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものを

いう。)を有すること。

② 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示す

るところにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものであるこ

と。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

③ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に開けることがで

きないこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２５点)

(１) アナログ電話端末は、自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから

(ア) 秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気

通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあ

っては、この限りでない。 (５点)

① １ ② ２ ③ ３

(２) アナログ電話端末の｢基本的機能｣及び｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、

(イ) 。 (５点)

Ａ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開く

ものでなければならない。

Ｂ 自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う発信をいう。以下同

じ。)を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、その回数は

最初の発信から３分間に２回以内であること。この場合において、最初の発信から３分を超

えて行われる発信は、別の発信とみなす。ただし、この規定は、火災、盗難その他の非常の

場合にあっては、適用しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号の低群周波数は、

(ウ) までの範囲内の特定の四つの周波数が用いられている。 (５点)

① ３００ヘルツから７００ヘルツ

② ６００ヘルツから１,０００ヘルツ

③ ９００ヘルツから１,３００ヘルツ

(４) 複数の電気通信回線と接続されるアナログ電話端末の回線相互間の (エ) は、１,５００

ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。 (５点)

① 漏話減衰量 ② 伝送損失 ③ 漏話雑音

(５) 総合デジタル通信端末の｢基本的機能｣又は｢電気的条件等｣について述べた次の文章のうち、

誤っているものは、 (オ) である。 (５点)

① 通信を終了する場合にあっては、通話チャネル及び制御チャネルを切断する信号を

送出するものであること。

② 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件のい

ずれかの条件に適合するものでなければならない。

③ 総合デジタル通信端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであって

はならない。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


